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Abstract

　The 　appticab 皿ty　ofcomlncrcialcarnation 　cultivars （Dianthus　caip ，’ophyllus 　L ．）tQ　Bud 　Anthesis　Acceleratjon（BAA ）method

was 　investigated．　Six　standard 　type　cultivars 　and 　five　sp 厂ay 　type 　cultivars 　were 　plaじ ed 　in　BAA 　solution 　containing 　5％ sucrDse ，
and 　kept　at　temperature　of　25°C （フ5％ RH ），　light　intensity　Qf 　l　klx　and 　12hphQtoperiod ．　Harvesting　at　the　smalI 　bud 　stage

promoted 　ca ］yx　sp 巨tting　and 　petal　wilting 　in　all 　cultivars ．　Ill　thc　range 　of 　available 　bud　diameter　without 　causing 　damagc　on
flower，　the　BAA 　treatment　shor 亡ened 　the　recommended 　days　to　shipping 　in　all　cultivars ．　Flower 　diameter　was 　deoreased　by 　the

treatment　iパ Pleasure’ and
‘Roland ’．　Petal　color 　pigmentation　was 　inhjbited　jn℃ pera

’
，
‘Riccard’and

‘Lavender　Tessino’．
Vase 　］．ife　was 　shorteneCi 　in　’Pleasure’，‘Saleya，，‘Lavender 　Tessine’and 　

‘Roland’．Although 　most 　ofthese 　problelns　were 　solved

by　harvesting　at　large　bud　stage ，　petal　oo1Dr 　pigmentation　in
’Lavender　Tessino’and 　flower　diameter　and 　vase 　life　iパ Roland’

could 　not 　be　improved 　by　modi
’fication　ofBAA 　treatment　sinじe　these　Gultivars 　have　a　high　sugar 　oon じentration 　in　the　petal．　It

was 　concluded 　that
‘Lavender　Tessino’and ‘Roland ’

were 　unsuitable 　fbr　BAAmethod ．
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　 カ
ーネー

シ ョ ン の 需 要 は 5月 の 1
一
母 の 日」 前 に 急増 し市

場価格が 高 くな る が，「母 の 日」 を過ぎる と，約 8分 の 1 と

大きく下落す る た め，開花 が 間に 合 わ な か っ た 蕾 は ほ と ん

ど廃棄さ れ て お り，こ れ らの 有効利用技術 の 開発 が求 め ら

れ て い る （Minakuchi ら，2004）．

　 こ れ ま で に，蕾状態 で 採 取 後 そ れ ら を 低温 で 貯蔵 し，

出荷前 に 開花 さ せ る 手法 の 検討 が 数 多 く な さ れ て きた

（CyWi6ska ら，1978；Goszczyhska。Rudnicki，1983；Kofranek

ら，1972；小 山 ・宇 田，　1994a，　b；Rudnickiら，1989）．　こ れ

らの 技術 は，「母 の 日 」な ど 目的 とす る LU荷 日 よ り早．く開花

し て し ま う蕾を あらか じめ 収穫，低温貯蔵 し て お き，出荷

日前に 強制開花させ る とい う出荷調節 の 考え方 に 拠 っ て い

る．こ れ に 対 し，我 々 は 目的 とす る 出荷 口 に 開花 が 間に 合

わ な い と思わ れ る蕾 を 採取 し，糖 な ど の 栄養 を与え る と と

もに ，光を 照射 し な が ら高温環境下 に 置 くこ とに よ り蕾の

発育 ・開花を 促進 し，目的 と す る 日 に 切 り花 と し て 出 荷す
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る 「蕾開花促進法 （BAA 法）」の有用 性 を 提案 し た （Minakuchi

ら，　2004）．

　 こ れ ま で に ，ピ ン ク 花色 の ス タ ン ダー
ドタ イ プ 品種

‘
ノ

デ 　に つ い て は，次 の よ うに 詳細な処理 条件 の 検討 を行 っ

て い る，収穫時の 蕾ス テージ は 蕾の 直径 1．5　cm 以 Eが 適 し，

処理温度 2e °C，25°C お よ び 30°C で は 温度 が高い ほ ど開花

所要 凵数 は 短 くなる が，20°C 処理 で は 花 の 大きさが 小 さ く

花持 ち が 悪 く，25°C 処理 で も花持 ち が 悪化 し，30°C 処理

で は 花弁 の 色調 が 大き く変化す る （水 口 ら，2005a）．こ れ

に 対 し て，光環境を 照度 lklx連続照射か ら 12時間 日長 に

す る こ と で，開花後 の 花持 ち 1：1数 が長 くな り通常 の 切 り花

と 同等 に な る （水 口 ら，2007a），ま た ，処 理 液 の ス ク ロ
ー

ス 濃度を高 くす る こ とで，開花時 の 花 が人き くな り花色発

現 が 良好 となる （水 口 ら，2007b）．こ の よ うに，品種
‘
ノ

ブ で は処理 温度 と処理 液中の ス ク ロ
ー

ス 濃度 を 調節す る

こ とで，さ ま ざま な蕾 ス テ
ー

ジや 目標 出荷 口 ま で の 口数 に

対応 で き，「母の ロー前 に 高品質切 り花 を 出荷 で きる よ うに

な っ た．し か し，生 産現場 で は 多 くの 品種 が 栽培 さ れ て お

り，BAA 法 に 適す る 収穫時の 蓄ス テ ージや そ の と きの 切 り

花品質は 品種 ご と に 異 な る と考 え られ る．そ こ で，愛媛 県

で 栽培 さ れ て い る 11品種を 対象に ，異 な る 蕾 ス テ
ージ で 収

穫 し同
一

条件 で BAA 処理 した 場合 の 切 り花品質を調査す
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る と と もに，こ の と きの 花弁中の 糖質濃度を 測定す る こ と

で 処 理 液 組 成 の 改 善 策 に つ い て 検討 し，総合的 な 品種適応

性 の 評 価 を行 っ た ．

　　　　　　　　　材料および方法

1．供試材料

　愛媛県内で 栽培 され て い る ）t．　ts　11品種 を供試 した．ス タ

ン ダー
ド タ イ プ品種 と し て，

‘
オ ペ デ 　（ピ ン ク ），

‘
デ ル

フ ィ
’

〔白），
‘
プ レ ジ ャ

ー’
（ブ ロ ン ズ イ エ ロ ー），

‘
リ カ ル ド

’

〔赤 ），
‘
サ レ ゼ 〔薄黄 に 赤 の 覆輪），

‘
ジ ；デ ィ ズ （淡い ピ

ン ク に ワ イ ン 色 の 覆 輪 ） の 6 品 種，ス プ レ ータ イ プ 品 種 と

して，
‘
ホ ワ イ トバ ーバ ラ

’
〔白），

‘
ラ イ ト ビ ン ク バ ーバ ラ

’

（淡 い ピ ン ク ），
‘
ラ ベ ン ダーテ ッ シ プ 〔ラ イ ラ ヅ ク に 自の

覆輪），
‘
Pt 一ラ ン ド

’
（紫 ），

‘
マ エ ス ト ゴ 　（オ レ ン ジ 色 に

紫 赤色 の 条覆輪 ） の 5 晶 種 を そ れ ぞ れ 供 試 した，2000 年 6

月 に 愛媛県 伊 予 郡松前 町 の 温 室 に 定 植 し，栽培管理 な どは

愛媛県 の 標 準 と した （愛媛県農林水 産 部技術指導課，1999）．

蕾 の 生 育速度や 切 り花品質 を比較す る た め の 対照 と し て，

温 室 内 で そ の ま ま 生 育 さ せ 慣行の 収穫期に 収穫 し た もの を

調査 し通常収穫区 と した ．

2．収穫時の 蕾ス テ
ージ

　第 1図 に 採取時 と 蕾開花促進処 理 後の カ
ー

ネ
ー

シ ョ ン の

様子 を 示 す．ま ず，蕾ス テージ の 限界を 明 ら か に す る た め

に ，幅広い 蕾 ス テ
ー

ジ で 30 本程度ずつ 収穫 し
，

BAA 処理

に よ る 障害発生 を 調査 し た ．ス タ ン ダード タ イ プ 品種で は

蕾の 直径が 12mm か ら 20　mm
，

ス プ レ ータ イ プ 品種 で は頂

花蕾摘除直後か ら第 1 花 （ユ茎 中で 最 も生 育 の 進 んだ 花 蕾）

の 蕾径が 15mm ま で と した．次 に ，こ の 結 果 よ り障害 が 発

生 し ない こ とが 判 明 し た 範 囲 の 蕾 ス テ
ー一ジ で，蕾径 に 基 づ

き大 ・中 ・小 （L ・M ・S）の 3 段 階 に 分類 し た．こ の 蕾ス

テ
ージ ご と に 10本 ず つ 収 穫 し，BAA 処 埋 に よ る 開花 時 の

WJり花 品 質 を 調 査 し た ．　BAA 区 に お け る収 穫 時 の 蕾径 を説

明変 数 （X ），こ の ときの 出荷所要 日数 を 目的変数 （Y ） と

し て 回 帰 式を作 成 し，収穫時の 蕾径 に よ る 出荷所要 日数 の

予測 を 試 み た．

3，BAA 処理条件

　収穫 し た 蕾切 り花を 切 り花長 75　cm に 切 り揃えて 下葉を

除去 し，処 理 液 に 生 け，温 度 25 °C，相 対 湿 度 75 ％ に 設 定

し た 恒温1亘湿器 〔TBR −2．SWOSX ，タ バ イ エ ス ペ ッ ク ）内に

設置 し た ，光環境 は 品種
‘
ノ デ に よ る検討 で は 連続 照 剔

雇
寧毒臨广

聾
無鋲琳
シ

疑
艦
凄獅
脚
鷲
ご

鐸
羈罍野
藻

妃．

lii’
≡il；
翼 1

’
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第 1 図　採 取 時と 蕾開花 促進処 理 後の カ ーネーシ ョ ン

　 　 　L ； ス タ ン ダード タ イ プ 　
‘一
ナ レ ヤ

’

　 　 下 ： ス プ レ
ー

タ イ プ
‘
ラ イ ト ピ ン ク バ ーバ デ

　　 （ス プ レ
ータ イ プ の 第 1花 ： 1茎 中で 最 も生 育 の 進 ん だ花蕾 ）
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よ り 12時間 日長 の 方が 開花後 の 花持ち が 良好に な る （水 凵

ら，2007a ）こ とか ら，蛍光火」（40W ，　FL40SS −D137，　SANYO ）

を用い て 照度 lklx と し，プ ロ グ ラ ム タ イ マ
ー （KS −1500，

ア ズ ワ ン ） を用 い て 12 時 間 日長 に 調 節 し た ．

　 出 荷前 に チ オ 硫 酸 銀 錯 塩 （STS） に よ る 前処 理 を 行 うの

で あ れ ば，BAA 処 理 液 に は 硝酸銀 は 必 要 な い こ とが 明 らか

と な っ て い る （水 IT ら，2005b）た め，200　ppm の 8一ハイ

ド ロ キ ン キ ノ リ ン 硫酸塩 （8−HQS ）お よ び 5％ の ス ク ロ
ー

ス を 蒸留水に 溶解 し た 処理液 を用 い た ．処理期間中，処理

液の 更新は 行わ ず，切 り 口 が処理液 に 3cm 程度浸か っ た 状

態 を維持す る た め に 補充す る の み と した，こ の とき，処 理

期 間中に 処 理 液 の 濁 り は 見 られ ず，屈 折糖度計 で 糖濃度 を

確 認 し た と こ ろ，数値 に 変動 は 認 め られ な か っ た ．処 理 は

出荷適期 に 達す る ま で 継続 し
，

こ れ ら を 蕾開花促進 区

（BAA 区） と した．

4．切 リ花品質評価

　ス タ ン ダードタ イ プ で は外側 の 花弁が 1 〜2 枚が 開い た

時点，ス プ レ ータ イ プ で は 第 1花 の 花弁 が 同様 の 状態 に な っ

た 時点 を 出荷適期 とみ な し た，BAA 区 で は 収 穫 時か ら出荷

適 期 に 達 す る ま で の 日数 を 出荷 所 要 日数 と した ．通 常収穫

区 で は 蕾 の 直径 を測 定 し ラ ベ ル を付 け，そ の ま ま ハ ウ ス 内

で 生 育 させ た 場合 の 出荷適期 に な る ま で の 日数 を 出荷所要

日数 と した．

　 い ず れ の 区 も，出荷適期 に 達 した 時点 で，0．5mM の STS

で 6 時間前処 理 を行 っ た 後，水道水 に 生け，温度 25℃ ，相

対湿度 75％，12時間 日長 （照度 1klx）条件下で 放置 した，

外側 の 花弁 が 水平 に 展 開 した 時点 を満 開 と し，満開 時 の 花

径 お よ び花弁色 調 を測 定 した ．ス プ レ
ー

タ イ プ の 品種 に つ

い て は 第 1花 を調 査 対 象 と した ．花径 は，ノ ギ ス を 用 い て

花 の 直 径 を測 定 し た ．花 弁 色 調 は， ミ ノ ル タ 社 の 色 彩 計

Minolta 　Chroma 　Meter　CR −200b を用い て，十分 に 展開 した 外

側花弁 の 中央 部 の 明度 （L ＊

）お よ び ク ロ マ テ ィ ク ネ ス 指数

（a＊ お よび b＊

） を測 定 した．測 定値 か ら C ＊ 一
（a

＊ 2
＋ b＊ 2

）
i／2

の 式に よ り彩 度 を，h°＝（ATAN 〔b
＊
〆a

＊

）〆6．2832）x360 の 式 に

よ り色 相 角度 を そ れ ぞ れ 算 出 した （McGuire，1992）．覆輪

の 品種 の うち花弁中央部に 複数 の 色 が存在す る　
‘
サ レ ゼ ，

‘
ジ ュデ ィ ス

’
お よ び

‘
マ エ ス ト ゴ に つ い て は 調査対象外

と し た．生 け水 の 水 道 水 は 2 か ら 3 口 ご と に 更新 し，前処

理 直後 か ら花 弁 が萎れ 始 め る ま で の 日数 を花持 ち 日数 と し

た．1茎 に 複数 の 花蕾の あ る ス プ レ
ータ イ プ の 花持 ち 口数

は，過半数 の 花蕾 で 観賞価値 が消失 した 時点 ま で の 日数 と

し た．

5．花弁 中糖質濃度 の 測定

　花弁 に 含 ま れ る糖質 は ，通常収穫区 お よ び サ イ ズ M で

処 理 し た BAA 区 に つ い て，満開時に 分析 を 行 っ た ．分 析

は 3反復 と し た．

　糖 質の 抽 出 は 以 下 の 手 順 で 行 っ た ．花弁を lg ずつ 採取

し 80％ エ タ ノ
ー

ル を 10mL 加 え，75°C で 30分 間加 熱処 理

し た．冷却後，内部標準 と し て 2．5％マ ン ニト
ー

ル 水溶液 を

100μL 加 え ホ モ ジ ナ イ ズ し，3．OOO　rpm で IO分 間遠 心 分 離

後， E澄 み を 回収 し た．残 さ に 80％ エ タ ノ ール を 5mL 加

え再 抽 出 した ．再 抽 出 は 2 回 く り返 し た．遠 心 エ バ ボ レ
ー

タ ーを用 い て 回 収 し た 上 澄 み を 減圧乾固 さ せ，1mL の 蒸留

水 で 再 び 溶解 し，抽 出サ ン プ ル と し た ．抽出サ ン プ ル を

Sep−Pak プ ラ ス Cl8 に 通 し，さ ら に 2nlL の 蒸留水で 洗 っ た

後，0．45 μm の フ ィ ル タ
ー

に 通 し，高速液休 ク ロ マ ト グ ラ

フ ィ
ー

（HPLC ）分析 に 供 した．

　HPLC 分析 カ ラ ム に は 昭 和電 工 社製 の Shodcx　SUGAR

SPO810 を用 い た．溶離液 に は 0，45 μm の Membrane 　filterで

ろ過 した 蒸留水 を用 い た．カ ラ ム の 温 度 は 80°C，流 速 は

0．8mL ・lnin
−1

と した．検 出器 に は 示 差 屈折 率検 出器 を用 い

た ．ス ク ロ ース ，フ ル ク トース ，グ ル コ ース ，　ピ ニ ト ール

お よ び ミ オ イ ノ シ ト ール の 濃 度 は マ ン ニ ト ール を用 い た 内

部 標準 法 に て 算出した．

結　　果

1．障害発生の 生 じ ない 収穫時の 蕾径

　第 1表 に 収穫時 の 蕾径 と BAA 処 理 に よ る 障害発生 の 結

果を 示 す．い ずれ の 品種 で も，が く割れ や 花弁 の 萎凋 等の

障害発生 が認め ら れ，採取時 の 菁径 が 小 さ い ほ ど 障害発生

率 が高 くな っ た．こ れ らの 障害発生 を 回 避す る た め に は，

ある 程度生育 した 蕾段階 で の 収穫 が 有効で あ っ た．す なわ

ち，
‘
プ レ ジ ャ

ー’
で は 蕾径 18mm 以 E，

‘
デ ル フ ィ

’
で は

16mm 以 H，
‘
リ カ ル ド

’
と　

〜
ジ ュ デ ィ ズ で は ！5mm 以

上，
‘
オ ペ デ で は 14mm 以上，

〜
ホ ワ イ ト バ ーバ ラ

’
で ば

11mm 以 上，
‘
ラ イ ト ピ ン ク バ ーパ デ で は IOmm 以 上，

‘
ラ ベ ン ダーテ ッ シ プ と

‘
ロ ーラ ン ド

’
で は 8mm 以 Eの

蕾 ス テ ージ で 収穫 す る こ と で，障害 を 回避 で き る こ と が 明

ら か と な っ た，一・
方，

‘
マ エ ス ト ゴ で は 10mm 以 上 で 4

％，
‘
サ レ

ー
ゼ で は 16mln 以上 で 10％ の が く割れが 発生 した．

2．収穫時の 蕾径が 出荷所要 日数や切 り花品質 に及ぼす

　 影響

　障害発生 の 牛 じ ない 蕾段階 に お ける 収穫時の 蕾径，出荷

所 要 H 数 お よ び切 り花品質 の 結果を第 2 表に 示 す．

　BAA 処琿 に お い て ，ス タ ン ダ
ー

ドタ イ プ 品種 の 出荷所要

H 数 は 7．2 日 か ら 14．7 日，ス プ レ ータ イ プ 品種 で ｝1　 5．0 口

か ら 13．4 日 で，採取時 の 蕾が 大きい ほ ど 出荷所要 日数 が 短

くな っ た ．

　花 の 大きさ ぱ，
‘
オ ペ デ ，

‘
デ ル フ ギ ，

‘
サ レ ヤ

’
，
‘
ジ ュ

デ ィ ズ ，
‘
ラ ベ ン ダー

テ ッ シ プ お よ び
‘
マ エ ス ト ゴ で

は，い ずれ の 蕾径 で 処 理 を 行 っ て も満開時の 花径 は 通常収

穫区 と有意差が 認め ら れ なか っ た．
‘
リ カ ル ド

’
，
‘
ホ ワ イ ト

バ ーバ デ お よ び
‘
ラ イ ト ピ ン ク バ ーバ デ で は BAA 区

の 方が 花径が 大 き くな る 傾向に あ り，
‘
プ レ ジ ャ

ー’
で は サ

イ ズ S で 処 理 し た 場 合 に の み 有意に 花径が 小 さ くな っ た．
‘
卩 一ラ ン ド

’
で は い ずれ の 蕾径 で 処 理 して も通 常収穫 区 よ

り花径 が 有意 に 小 さ くな っ た ，

　花弁色調 は，
‘
デ ル フ ィ

’
お よ び

t

プ レ ジ ャ
ー’

で は，す
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第 1表 　収 穫時 の 蕾径 と障害発生 の 関係

品 種
‘

収穫 時 蕾径 （mm ）

　 　 12〜13
　 　 14 〜19

障害 発生 率 〔％ ） 主 な 症 状

オ ペ ラ
005

が く割れ

ア ル 7 イ

12 〜1516
〜18

002
が く ・上 位葉 の 黄化

プ ン ジ ヤ
ー 14 〜1718

〜19

706
が く割れ ，花 弁萎凋

リ カ ル ド
12 〜1415
〜19

002
花弁萎 凋

サ レ ヤ
13 〜1516
〜18

0081 が く割れ，花 弁萎凋

が く割れ

ジ ニフ
ー

イ ス

12 〜1415
〜19

304
花弁萎 凋 ，が く乾燥

ホ ワ イ ト バ ー一パ ラ
4 〜1011
〜13

000
が く割れ ，花 弁萎凋

ラ イ トピ ン ク バ ー一バ ラ
4 〜910
〜13

306
が く割れ ，花 弁萎凋

ラ ベ ン ダ
ー

テ ッ シ ノ
5〜78
〜12

308
花弁萎凋

ロ ーラ ン ド
6 〜78
〜10

401
花弁 萎凋

マ エ ．ス ト ロ

4 〜910
〜

［5

048 が く黄化，花 弁萎凋

が く割れ

z

上 6 品種 は ス タ ン ダ ー一ド タ イ プ ，下 5 品 種 は ス プ レ
ー

タ イプ 　ス プ レ
ー

タ イ プ の 蕾径 は 第 1花 の 測 定 値

べ て の BAA 区 で 花 弁 の 明 度，彩 度，色 相 角 度 と も に 通 常

収穫 区 と同 等 で あ っ た，
‘

ホ ワ イ ト バ ーバ ブ で は ，す べ て

の BAA 区 で 明 度，彩度 と もに 通 常収 穫 区 と 同等 で，サ イ

ズ L 収穫 で の み 色相角度 に 有意差 が 認 め られ た が，可 視的

に は 識 別 で きな い 程 度 で あ っ た ，
‘
ラ イ ト ピ ン ク バ ーバ デ

で は す べ て の BAA 区 で 彩 度 が 通 常 収 穫 区 よ り有 意 に 大 き

くな り，花色 発現が 促進 され た．
‘
ロ ーラ ン ド

’
で は BAA

区 の 方が 明度が 小 さ く彩度 と色 相角度が 人き くな る 傾向に

あ っ た が，可視的 に は 識別 で きな い 程度 で あ っ た ．
‘
オ ペ

デ で は す べ て の BAA 区 で 明 度 が 有意に 大 き く，
‘
リカ ル

ド
’

お よび
‘
ラ ベ ン ダー

テ ッ シ プ 　で は 明 度 が大 き くな る

だ げで な く彩 度 が 小 さ くな り，花 色 発 現 が 抑 制 さ れ た ，

　花 持 ち 凵 数は す べ て の 試 験 区 で ll 日 以 ヒを示 し た ．　BAA

区 の 花 持 ち を 通 常 収 穫 区 と比 較 す る と，
‘
デ ル フ ィ

「
，
‘
ジ ・・、

デ ィ ズ ，
‘
ホ ワ イ ト バ ーバ デ で は，す べ て の BAA 区 で

通常収穫区 と有意差が な か っ た ，
’
ラ イ ト ピ ン ク バ ーバ プ

で は す べ て の BAA 区 で 通常収穫区 よ り花持ち が 有意 に 長

くな っ た ，
‘
オ ペ デ ，

‘
リカ ル ド

，
お よ び

‘
マ エ ス ト ゴ で

ば サ イ ズ L で 処 理 す る と通 常収穫区 よ り花持ち が有意に 長

くな っ た，
‘
プ レ ジ ャ

ー’
，

’
サ レ ヤ

’
お よ び

‘
ラ ベ ン ダー

テ ッ シ プ で は サ イ ズ S で 処 理 す る 場 合 に の み 通 常 収穫 区

よ り花 持 ち が 有意 に 短 くな り，サ イ ズ L お よ び M で 処 理 す

る と通 常 収 穫 区 と同 等 とな っ た ，
‘
ロ
ー

ラ ン ド
’

で は す べ て

の BAA 区 で 花 持 ち が 短 くな る傾 向 に あ っ た．

　BAA 区 に お け る収 穫 時 の 蕾径 を説 明変 数 （X ），こ の と

きの 出 荷所 要 H 数 を 月的 変 数 （Y ） と し た 場 合 の 回 帰 分 析

結 果 を 第 3表 に 示 す．

　 収 穫 時 の 蕾 径 と 出荷 所 要 口 数 に は 高 い 相 関 が 認 め られ

た．得 られ た 予 測 式 を用 い て 通 常 収 穫 区 の 調査 開始 時 と同

じ蕾径か ら BAA 処 埋 区 の 出荷所要 H 数 を 予測 し，通常収

穫 区 の 出荷所要 日数 との 差 を算出 し た と こ ろ，出荷所要 日

数 が 5．7 冂
〜10．9 日 も短縮 で きる こ とが 明 らか とな っ た，

3．BAA 処理 が花弁中糖質濃度 に及ぼす影響

　満 開 時 の 花弁 中 糖質濃度 の 結果 を第 4表 に 示 す．HPLC

分 析 に よ り，ス ク ロ
ー

ス ，グ ル コ
ー

ス ，フ ル ク ト
ー

ス ．ピ

ニ ト ー一ル お よ び ミ オ イ ノ シ ト ール が 花 弁 中 に 検 出 さ れ た ．

い ず れ の 品 種，試 験 区 で も花 弁 中 の ミ オ イ ノ シ ト ール 濃 度

は わ ず か で あ っ た．
〜
デ ル 7 イ

’
，

c

サ レ ヤ
’

お よ び
‘
ジ ュ

デ ィ ズ で は，BAA 区 と通常収穫区の 間で 各糖質濃度 に 有

意 な 差 異は 認め られ な か っ た，
‘
ラ ベ ン ダー

テ ッ シ ノ
’
，
‘
マ

エ ス ト ゴ お よ び
‘
ロ
ー

ラ ン ド
’

で は ，BAA 区の 方 が フ ル

ク ト
ー

ス と グル コ
ー

ス 濃度 が有意 に 高 くな っ た ，逆 に
‘
リ

カ ル ド
’

で は BAA 区 の 方が フ ル ク ト
ー

ス と グル コ
ー

ス 濃

度 が 有意に 低 くな っ た．
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第 2表 収穫 時 の 蕾 径 が出 荷所 要 目数 お よ び切 り花 品質 に及 ぼす 影響

品種 名
z 収穫時の 　　蕾径　 出荷所要 日数　満開時花径

蕾ス テ
ー

ジ　（mm ）　　　 〔日）　　　　　 （nlm ）

花 弁色
一
SU　｝

’

明 度 （L＊）　 彩度 （C ＊）

　　　　　　　花持 ち 口数

色相角 度 （h°）　　（目）

オ ペ ラ

（ピ ン ク ）

LMS 20，818

．514
．8

7．4　c
”

10．2b14
．7a

82．180

．380
．4

89．8a89

．Oa89
．4a

7．17

．47
．79

．0

29、632

，719
，7

16．Oal8

．Oal3

．Ob

通常収穫
w

　 l9．616 ．0 一 84．1 86．5b 19．2 12．8b

フ

ー
ル フ イ

　 （白）

LMS 18．3

王7．315

．6

8．3b8

，3bll

，Oa

79．078

．978

．7

95．095

．695

．4

3Q

／
3

767 104．3103

．5103
．5

21．221

．521
．0

通常収穫　　16，416 ．6 一 86．5 95．3 82 105．7 20．0

　　 プ レ ジヤ
ー　　　　　　L

（ブ ロ ン ズ イ エ ロ
ー） M

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 S

19，418

．415

．2

7．2c9

．Obl3

．7　a

84．2a81

．7a78

．2b84
，2a

93．493

．393

．6

32．632

．7312

105．7105

．5106

．1

20．4a20

，8a17

，4b

通常 収穫 　　16．220 ．8 一 93．3 32．8 1055 22．2a

リカ ル ド

　（赤 〉

LMS 17，717
，215

．1

8，8blLOalO

、8a

84．7a85
．Oa79

．2ab

50．7a50
．7a49

．6ab

51．8b53
．9ab51

．3b

534232222 19．8al6
．8　cl9

．6　ab

通 常珥又穫 　　　　17．417 ．0 一 78．7b 46．9b 58．1a 28 、8 17．2bc

　 　 サ レ ヤ

（薄黄 ・赤 の 覆輪）

LMS 18．ll7

．816
．217

．2

7．5c8

．9bl2
．Oa

78279

，381
，4

19．2abl9
、2　abl7

．2　b

通常収穫 18．6 一 84．1 21．5a

シ ュア イ ス

（淡 ピ ン ク ・

ワ イ ン の 覆 輪）

LMS 19．317

．915
．0

7．6 じ

9．5b12
．4a

80，379

．579
．4

17．8T8
．017

．6

通
」
常収穫　　　18．217 ．8一 81．7 20．2

ホ ワ イ トバ ーバ ラ

　 　　 （自）

L 　 　 　 　】3，0 　 　 　 5．Ob

M l2．4 7．2b
S　 　　 　 ll．3　 　　 1LOa

56．Oa54

、5ab57
，1a

95．195

．295
，5

364887 102、5a

工00，7ab99
．lb

14．014

．215

．4

通 常収穫　　且L616 ，4 一 51．8b 95．2 7．0 99，8b 14．4

ラ イ ト ピ ン ク バ ーバ ラ L 12．9 8．6b

　 　（淡 い ピ ン ク ） 　 M l2．2 8．8b
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 S　　　　　 ll．l　　　　 ll．7a

60．6a59

．Oa57
．Oa

85．985

．085
．8

16．9al8

．Ia17
，0a

ll．611

、613
．1

13．Oa132al4

．Oa

通 常収穫　　12，4162 一 52．7b 85．6 13．7b 15．3 ll．2b

ラ ペ ン ダーテ ッ シ ノ

　 （ラ イ ラ ッ ク ・

　 　 自の 覆輪 ）

LMS 11．410

，48

，4

5、8c8

，8b13
，4a

57．355

，854

．6

822a83

．2a83

．8a

t8．5　b16

．3b16

．4b

355．4a353
．7ab352

．7b

15．3a16
．4a11

．2b

通 常収 穫 　　　　ll．810 ．6一 545 78．6b 23．9a 347．6c 14．4a

ロ ーラ ン ド

　 （紫）

LMS 10．59

．98
，5

6．2c8

．3blO
，7　a

43．1b45

，0b43
，9b

58．3b57
．Ob62

．Oab

36．lab　　　　 345．1a
41．2a 　　　　 345．Oa

35．7ab 　　　　　344，0a

14．3bl2
，8b15

．Oab

通
」
1碧∫反穫　　　　10．215 ．4 ． 51．la 65．5a 31．Ob 337．2b 17．Oa

　マ エ ス ト ロ 　 　 　 　 L 　 　 　 l4．2 　 　 6．9　b
　（オ レ ン ジ ’ 　 M 13．4 7．6b
紫赤 の 条 覆輪 ）　　　　 S　　　 lO．8　　　9．9　a

61．6a60

．7a56
．8b

14．3al4
．3　a12

．0　ab

通 常収穫　　14．417 ，6一 58．3ab 11，0b

生 6 品種 は ス タ ン ダードタ イ プ，下 5 品種 は ス プ レ ータ イ プ 覆輪 で 色 差 計に よ る測 定 が 困難 な 品 種 は 花弁色 調 の 測 定 値な し

y ク ロ マ テ ィ ク ネ ス 指 数が a
＊

＞ 0，b＊
〉
＝0 で あ っ た た め ，　 hD ＝（ATAN （b

＊／a ＊

）16．2832 ）× 360 に よ り算 出　覆輪で 色差計に よ る 測定

が 困難 な品種 は 花 弁色 調 の 測定 は 行 わ なか っ た
x

数 表 中の 同
一

品種 の 同
一

ア ル フ ァ
ベ ッ ト間 に LSD 検 定 に よ る 5％ 水準 の 有意 差 な し　 また ，ア ル フ ァ ベ ッ ト の 記載 の な い 箇所

で は，試 験 区間 に 分散 分析 に よ る 5％水 準 の 有意 差 な し

“
通 常収 穫 区 の 出荷所 要 日数 は記 載 した 蕾径 か ら出荷適 期 に なる まで の H数 とした
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第 3 表 　収穫 時 の 蕾径 と出荷所要 日数 の 回 帰 分析

品種名
　 　 　 　 　 　 　回 帰式

〔X ＝収穫時の 蕾径，Y ＝出荷所要 目数）

通常 収穫 区

蕾径 （mm ）　 出荷 所要 凵数 （日）

BAA に よ る 出荷 所要

　日数の 短縮 （日）
z

オ ペ ラ

ア ル フ イ

プ ン ジ ヤ
ー

リカ ル ド

サ レ ヤ

シ ュア イ ス

ホ ワ イ トバ ーバ ラ

ラ イ ト ピ ン ク バ ーバ ラ

ラ ペ ン ダ ーテ ッ シ ノ

ロ
ー

ラ ン ド

マ エ ス ト ロ

Y ＝−1225X ＋ 32，846 （R2＝0．9999 ）
Y ＝−1．074X ＋ 27．565 （R2＝0．8794）
Y ＝−1532X ＋ 37．0   1 （R2 ＝0，9990）
Y ＝一  523X ＋ 18．909 （Rz ＝0．3482）
Y ＝−2．277X ＋ 49．024 （R2 ＝O．9806 ）

Y − −1．097X ＋ 28．946　（R2＝0．9968）
Y ＝−3．419X ＋ 49．485　（R2 ＝0，9999 ）

Y ・・−1．779X ＋ 31．116 （R2＝0．8795）
Y ＝−2．538X ＋ 34．843 （R2＝0．9951）
Y ＝−2．163X ＋ 29，261 （R2 ＝0．9688 ）
Y ＝−0．904X ＋ 19．694　（R2 ＝0．9999）

19．616
．416
，217
．417
，218211

．612
．411
．810
．2

】4，4

16．Ol6
，620
．817
，018
．617
．816
．416210

，615
，417
．6

一7，2
−6．6
−8．6
−7．2
−8．7
−8．8
−6．6
−7．1
−5．7
−8，2
−10．9

z

（通 常収 穫 区の 調 査 開始 時 と 同 じ蕾径か ら予測 した BAA 処理 区の 出荷所要 日数）一（通 常収穫区の 出荷所 要 日数）

第 4 表 通 常収 穫 お よ び BAA 処 理 カ
ー

ネ
ー

シ ョ ン に お け る 満開 時 の 花弁中 糖質濃度

品 種
z

処 理 y
ス ク ロ ース

〔mg 　99
−1
）

フ ル ク トース

（mg ・
9
−1
）

グ ル コ ー
ス

〔mg ・
9
−1
）

ピ ニ ト ー
ル 　 ミ オ イ ノ シ ト ー

ル

（mg
●
9
−1
）　　　　　　（1皿9 ・9

−1
）

オ ペ ラ
通 常

BAA

1，3
　 　 nsxI
．7

10．6
　 　 nslO
，9

7．l
　 　 ns5
．9

5．5
　 　 ＊ ＊

3．5
0，4
　 　 11SO

．5

フ
ー

ル フ ィ

通常

BAA

1．8
　 　 ns2
．4

10．9
　 　 nsI1
．1

5．6
　 　 ns6
．4

5．l
　 　 ns3
．6

0．4
　 　 nsO

，4

フ レ シ ャ
ー 通 常

BAA

1．l
　 　 nsl
．5

8．5
　 　 11S9
．1

3，3
　 　 ns3
．2

＊＊
8
　

5rO
　勹
⊃

0．7
　 　 nsO

．8

リカ ル ド
通 常

BAA

1．9
　 　 串

2．6
16．5
　 　 ＊

12．9
雨　　＊＊
5．7

7．3
　 　 ＊ ＊

4．5
1、0
　 　 ＊ ＊

0，7

サ レ ヤ
通 常

BAA

1．2
　 　 nsl
．3

8．3
　 　 ns8
．5

4．O
　 　 ns3
．7

3，7
　 　 ns4

，0
0，6
　 　 nsO

，7

ジ ュデ ィ ス
通常

BAA

1．9
　 　 nsL6

6．5
　 　 ns6
．3

3．6
　 　 ns3
．1

3．9
　 　 ns3

．2
LO
　 　 nsO

．8

ホ ワ イ トバ ーバ ラ
通常

BAA

2．8
　 　 ＊ ＊

4．3
13，0
　 　 nsl6
，7

8．6
　 　 ns8
．5

6．O
　 　 ns4
．0

0，9
　 　 nsO

，6

灘ラバ一バクンピトイラ
1．8
　 　 ns2
．9

10．7
　 　 ＊ ＊

15，0
6，7
　 　 11S7
，2

6．4　　＊＊
3．6

0．6
　 　 ＊

O．4

ラ ベ ン ダー
テ ソ シ ノ

通常

BAA
0，8
　 　 ns2
．5

10．1
　 　 ＊ ＊

27，9
Qノ
ー

68　

1

3，6
　 　 PS5
．1

0．1
　 　 ＊ ＊

1，2

ロ
ー

ラ ン ド
通常
BAA

1．0
　 　 ＊ ＊

2．3
5．3

　 　 ＊水

12．0
3．6
　 　 ＊ ＊

8，0
3．6
　 　 ＊ ＊

2．0
0．6
　 　 nsO
．6

マ エ ス ト ロ
通 常

BAA

1．4
　 　 ns3
．4

10，7
　 　 寧 ＊

20．2
6．9

　 　 ＊ ＊

10，6
5．l
　 　 ns4

．7
0．6
　 　 nsO
，6

Z

上 6 品種 は ス タ ン ダード タ イ プ ，下 5 品種 は ス プ レ
ー

タ イ プ

y 通常 は 通常 収穫，BAA は 蕾ス テ ージ M で 収穫 し出荷適期 ま で BAA 処理
Xn ＝3　表 中 の ＊

お よ び ＊ ＊
ぱ t検定 に よ りそ れ ぞれ 5％ 水準お よび 1％ 水 準で 有意差あ り ns は 5％水 準 で 有意 差 な し

考 察

　筆者 らは こ れ ま で に，ピ ン ク花色 の ス タ ン ダードタ イ プ

品種 で あ る ラ デ を用い て，蕾開花促進 （BAA ）法 に お

け る採 取 ス テ
ー

ジ や 温度 （水 1−1 ら，2005a），光環 境 （水 口

ら，2007a），処 理 液 中 の ス ク ロ
ー

ス 濃度 （水 口 ら，2007b）

を検 討 し，品 質、H の 問 題 点 とそ の 対 策を 明 ら か に し て きた ．

本 報 で は，
‘
ノ デ に お い て 切 り花品質が 良好 で あ っ た 処理

条件 で ある温度 25°C，光環境 lklx で 12時間 日長，処理液

の ス ク ロ
ー

ス 濃度 5％ に 統
一．・

し，さ ま ざま な品種 に つ い て，

BAA 法 へ の 適応性を 検討 し た ．

　BAA 法 で は，収穫ス テ
ー

ジ が 若す ぎる と
， 未開 花 ， 障害

発 生，花径 の 低 下 な ど の 問題 が 生 じ る こ と が 明 らか と な っ

て い る （水 口 ら，2005a）．そ こ で ま ず，障害 が 発崖 しやす
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第 5 表 品種 ご との BAA 処 理 に 適 した 収穫時 の 蕾径 お よび問 題点

品種名
障害発生 の 少ない

最小 蕾径 （mm ）
Z 品質 上 の 問題 点 解決 策

　 オ ペ ラ

ア ル フ イ

フ レ シ ヤ
ー

リカ ル ド

　 サ レ ヤ

ジ ＝tt デ ィ ス

4、
68

尸
）

85

1
　
1
　
且
　
−
　

l
　
l

花 色発現 不 良

花 色発現 不 良

処 理 液組成 y

処理液 組成

　 ホ ワ イ トバ ーバ ラ

ラ イ ト ピ ン ク バ ーバ ラ

ラベ ン ダー
テ ッ シ ノ

　 　 ロ ーラ ン ド

　 　 マ エ ス トロ

108

一
8一
〇

1
　
1
　

　
　

　　
1

　花 色発現 不 良

花径 と花持ち 低 下

難

難

困

困

Z

］E線 墜 値 は 障害 発生 ば な い も の の ，品 質低 下 が 認 め られ た こ とを 示 す

y 処 理 液中の ス ク ロ
ー

ス 濃度 に つ い て 検討の 余地 あ り

い ス テ
ージ と発生 し に くい ス テ

ージ を蕾径 に 某つ い て 調査

し た （第 1表）．そ の 結果，蕾の 収穫 ス テ
ー

ジ が 若 い ほ ど，

が く割れ，花弁萎凋，が くや 葉 の 黄化 な ど の 障害が 認め ら

れ，あ る程度生育の 進 ん だ ス テ
ー

ジ で 収穫す る と，ほ とん

ど 障害 は 発生 し な か っ た ，こ の よ う に ，本試験 に よ り障害

を 回 避す る た め の 収穫時 の 蕾径 に 基 づ くス テ ージ の 範 囲

を，品種 ご と に 明 ら か に す る こ とが で きた．

　次に
， 障害発生 の 少 な い 蕾 ス テ ージ の 範 囲 で，蕾径 に 基

づ く L，M ，　 S の 3段 階で，　 BAA 処 理 に よ る 出荷所 要 日数

お よび切 り花 品質 の 変 化 を調 査 した 〔第 2 表），出荷所 要 口

数 は蕾径 が小 さ い ほ ど長 くな るが，ハ ウ ス 内で そ の ま ま生

育す る場 合 と比 較す る と，出荷 「iが 5．7 日
〜 IO、9 日 も早 め

られ る こ とが 明らか とな っ た （第 3 表）．

　 わ が 国 の 切 り花 流 通 に お い て は，極 め て 高 い 品 質 が 要 求

さ れ る た め，BAA 処 理 に よ り開花 した カ ーネーシ ョン の 切

り花品質に つ い て 以 下 に 詳細 に 考 察す る．満開 時 の 花 の 大

き さ に つ い て み る と，
‘
プ レ ジ ャ

ー’
お よ び

‘
ロ ーラ ン ド

’

で 花径 の 低下 が 認 め られ た （第 2表）．
‘
プ レ ジ ャ

ー’
で は

処 理 開始時の 蕾 ス テージ を人 き くす る こ とで通 常収 穫 区 と

同 等 とな っ た が，
‘

ロ ーラ ン ド
’

で は い ずれ の 蕾径 で処 理 し

て も，通 常収穫 区 よ り 6mm か ら 8mn1 程 度 小 さ く，花 径

を 増大 さ せ る こ とが で ぎな か っ た ．蕾 の 開花 で は シ ン ク 器

官 で あ る花 弁 に 糖 と水 が 急 速 に 蓄 積 し，細 胞 が 急 激 に 肥 大

す る （Kenis ら，1985 ） こ とか ら．ス ク ロ ース を切 り花 に

処 理 す る こ と で，花 弁中 の 糖 質 濃 度 が 高 くな る と とも に 花

弁 の 展 開 が 促 進 さ れ る こ と が 明 ら か と な っ て い る

（lchimuraら，1999）．実1際，処 理 液 中 の ス ク ・ 一ス 濃 度 を

高 くす る こ と で 花弁 の 展 開 が 促 進 さ れ，蕾切 リカ
ーネ ー

シ ョ ン の 花径 は 大 き くな る （水 口 ら，2007b）．しか し，
‘
ロ
ー

ラ ン ド
’

の 花弁中糖 質 濃 度 は，ス ク ロ
ー

ス ，グ ル コ
ー

ス ，
フ ル ク ト ース と もに 通 常収 穫区 よ り有 意 に 高 くな っ て い た

（第 4 表 ）．す な わ ち，十 分 な量 の 糖 質 が 供給 で き て い る に

もか か わ らず 花 弁 の 展 開 が 不
．
卜分 とな っ た こ とか ら，よ リ

ス ク ロ ース 濃度 の 高 い 処 理 液を用 い た と し て も、花径 の 向

Hは 期待 で ぎない と考 え られ る．な お，
〜

ロ ーラ ン ド 以 外

の 品種 に つ い て ，
‘
プ レ ジ ャ

ー’
の S サ イ ズ 収穫以 外 で は，

BAA 区の 花径 は 通 常収穫区 と同 等 か 有意 に 大 き くな っ た

こ とか ら，花 の ボ リ ュ
ーム に 関 して は 良好 と判断で きた．

　満開 時 の 花 弁 色 調 に つ い て み る と，
‘
オ ペ デ ，

‘
リカ ル

ド
’

お よ び
‘
ラ ベ ン ダー

テ ッ シ プ で は 花 色 発 現 が 抑制 さ

れ た （第 2 表 ），糖 質 が ア ン ト シ ア ニ ン の 生 合 成 に 関 与 して

い る こ とは，ペ チ ュ＝ア （Moscovici ら，1996 ；W6iss・llalevyl

1989，1991），キ ン ギ ョ ソ ウ （Sang ら，1991），お よ び トル

コ ギ キ ョ ウ （Kawabata ら，1999）で 明ら か に さ れ て い る．

BAA 区の 花弁中糖質濃度は ，
‘
オ ペ デ で ぱ ピ ニ 1・一ル の

み が 通常収穫区 よ り有意 に 低 く，
‘
リ カ ル ド

’
で は い ずれ の

糖質濃度 も通 常収穫区 よ り有意に 低 く，逆に
」
ラ ベ ン ダー

テ ッ シ ノ
’

で は フ ル ク ト ース と グ ル コ
ース が 有 意 に 高 く

な っ て い た （第 4 表 ）．従 っ て ，
‘
オ ペ デ お よび

‘
リ カ ル

ド
’

で は 糖 質 供 給が 不 十 分 で あ る可 能性 が あ り，今後，処

理 液 の ス ク ロ ース 濃 度 を 高 くす る こ と に よ る花 色 発 現 の 促

進 に つ い て検討 の 余 地 が あ る．しか し，
‘
ラ ベ ン ダー

テ ッ シ

プ で は，
一
卜分 な量 の 糖質が 供 給 され て い るに もか か わ ら

ず 花 色 発 現 が 不
一
卜分 で あ っ た こ とか ら，処 理 液 の ス ク ロ

ー

ス 濃 度 調 節 で は こ れ 以．ltの 花 色 発 現 の 向 』は 期 待．で きな い

と考 え られ る，なお ，こ れ ら 3 品種 以外 で は，BAA 区 の 花

色 発 現 は 通 常 収 穫 区 と 同等 か 有 意 に 促 進 され た ．

　
‘
プ レ ジ ャ

ー’
，
‘
サ レ ヤ

’
，
‘
ラ ベ ン ダ ー

テ ッ シ プ お よび
‘
ロ ーラ ン ド

’
で は，S サ イ ズ 収 穫 に 花 持 ち 日数 の 低 下 が 認

め られ た 〔第 2 表 ）．そ れ らの うち，
‘
プ レ ジ ャ

ー’
，

‘
サ レ

ゼ お よび
ti

ベ ン ダー
テ ッ シ プ で ば 処 理 開 始 時 の 蕾サ

イ ズ を M や L の よ うに 大 ぎ くす る こ と で 通 常 収 穫 区 と同 等

とな っ た が，
‘
ロ
ー

ラ ン ド
’

で は い ず れ の 蕾 ス テ
ージで 処 理

し て も，花持 ち は 通常収穫 区 よ り も 2．0 〜4．2 日 短 くな っ

た ．
‘
ロ
ー

ラ ン ド
’

の BAA 区花 弁 中 の ス ク ロ
ー

ス ，フ ル ク

ト ー
ス お よ び グ ル コ

ー
ス 濃 度 は 通 常 収 穫 区 の も の よ り有 意

に 高 い こ とか ら，糖 質 は 十 分 供 給 で き て お り，花 持 ち 日 数

の 向．．L の た め に は 前 処 理 条件 の 改良が 必 要 と考え られ る．
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な お ，こ れ ら以 外 の 品 種 で は，BAA 区の 花持ち は 通常収穫

区 と同等か 有意に 延長で ぎる こ と が 明 ら か と な っ た ．

　 以 上 の 結果か ら，BAA 処 理 に 対す る 品種適応性 を 第 5表

に ま とめ た，
‘
ロ
ー

ラ ン ド
’

で は満開時の 花径 と花持 ち が 低

下 し，
‘
ラ ベ ン ダーテ ッ シ ノ

’
で は 花色発現が 不 良 と な る．

こ れ らの 昂質低下 は BAA 処理条件 の 改良で は 解決が 困難

で あ る こ とか ら，
‘

ロ
ー

ラ ン ド
’

と　
‘
ラ ベ ン ダーテ ッ シ ／

は BAA 法 に 適 さ な い 品種 と判断 され た．　こ れ ら以 外 の 品

種 で は，処 理 に 適 した 蕾径 が 品 種 に よ っ て 異 な る もの の ，

蕾 径 の 最 低 基 準 を遵 守 す る こ とで，蕾 の 開 花 は 促 進 で き，

障害 の 発 生 を ほ ぼ 回 避 で きる，
‘
オ ペ デ お よ び

’
V カ ル

ド
’

で は 花色 発現促進 の た め に BAA 処理 条件の 改良が必

要 と考え られ る が，その 他 の 品種 で は 今 回 の 処理条件 で も

通常収穫 と同等か それ 以 Eの 品質 を確保 で きる こ とが FJiら

か とな っ た．

　 こ の よ うに ，多 くの 品種 で BAA 法 を 適用 で きる こ と が

明 ら か と な っ た．牛 産現場 で 聞き取 り調査 し た と こ ろ，技

術導入 の た め の 残 さ れ た 問題点 と し て，処理 に 必 要 な 資材

や 装置等が 市販 さ れ て い な い
， すな わ ち 道 具 が な い こ と が

挙げ られ て い る．今後，本格的に こ の 出荷調 節技 術 を生 産

現 場 に 普及 さ せ るた め に は，調 合 が 容 易 な処 理 液 や 安 価 な

蕾開 花 促進処 理 装 置 の 開 発が 不 可欠 で あ る．

　　　　　　　　　　 摘　 　要

　蕾開花促進 （BAA ）法 に ，ス タ ン ダ
ー

ド タ イ プ 6 品 種，
ス プ レ ータ イ プ 5 晶種を 供試 し，温度 25°C，相 対 湿 度 75

％ ，光環境 lklx で 12時問 日 長，処 理 液 の ス ク ロ ース 濃度

5％ の 処 理 条件へ の 適応性を 評価 し た ．い ずれ の 品 種 で も収

穫時の 蕾径 が 小 さい ほ ど，
が く割れ や花弁 の 萎凋 の よ うな

障害発生が 認め られ た が
， ある程度成熟 した 蕾段 階 で 処 理

す る こ とに よ り，障害発生率 は著 し く低 下 した．障害発 生

の ほ とん どな い 蕾 ス テ ージ の 範 囲 に お い て ，蕾径 に 基 づ い

て 3 段階で 収穫 し同様 の 処理 を 施 した と こ ろ，蕾径 が 大 き

い ほ ど処 理 口数 は 短 くな り，同 じ蕾径 で 比 較 す る と通 常 収

穫 よ り出荷 日 を 5．7 日〜10．9 目短縮 で き た．プ レ ジ ャ
ーで

は 蕾径 15．2mm 収穫 で 通 常収穫 よ り花径 が 小 さ く花 持 ち が

短 くな っ た が
，

18，4mm 以 上 で 収穫 す る と 通 常収穫 と同等

とな っ た．しか し，
‘
ラ ベ ン ダーテ ッ シ プ の 花 色 発現 お よ

び
‘
ロ ーラ ン ド

’
の 花径 と花持 ち は い ずれ の ス テ

ージ で 処

理 して も解決 で ぎず，BAA 処理 条件 の 調節 に よる改善 も 困

難 と考 え られ，BAA 法 に は 適 さな い 品種 と判 断 で きた．

　　　　　　　　　　 引用文献

Cywihska，　S，　K ，，　R ．　M 　Rudnicki　andD ，　Goszczyhska ．1978 ．　The

　　effect 　of 　cxogenous 　grQwth　regUlators 　in　opening 　tight

　 　 carnation 　buds，　Sci．　Hor亡．9； 155−165，

愛媛 県農林 水 産部 技 術 指 導 課，1999．カ
ーネーシ ョ ン 作 型

　　冬切 り．p，26．愛媛県 農 林 水 産部 技 術 指 導課 編．愛媛

　　県施肥 華 準 （平 成 12年度版 ）．

Goszczyfiska，　D ．　 and 　R．　M ，　RudnickL　 l983．　 Long−term 　cool

　　 storage 　ofbud −cut 　camations ．　Acta　Horし．141：203−212．

Ichimura，　K ．．　S．　Ueyama 　and 　R．　Goto．1999．　Possible　roles 　of

　　 soluble 　 carbohydrate 　 constituents 　 in　 cut 　 rose 　flowers．　 J．

　　Japan、　Soc．　Hort．　Sci．68：534−539．

Kawabata
，
　S．

，
　Y．　Kusuhara

，
　Y．　Li　and 　R、　Sakiyama．1999．　The

　　 regulation 　of　anth ｛）cyanin 　b｛osynthesis 　in　Eustoma　Srrandi
−

　　florum　under 　low　light　conditions ．　J．　Japan．　Soc．　Hort．　Sci．

　 　 68 ：519 −526，

Kenis，　J．　D ．，　S．　T．　Silvente　and 　V．　S．　Trippi．1985．　Nitrogen

　　 metabolism 　alld　seneseence −associated 　changes 　 during

　　growth　ofcarnation 　tlowers．　PhysioL　PIa皿 t．65：455−459．

Kofranek，　A ．　M ，　D ．　 S．　Farnham，　E．　 C．　 Maxie　 and 　J．　 Kubota．

　　 1972．Long　term　storage 　of 　carnation 　buds．　Flor．　Rev．」51：

　 　 29−30．

小 山佳彦 ・宇 田　明．1994a ，カ
ー

ネ
ー

シ ョ ン の つ ぼ み 開 花

　　 お よ び 吊 質 に 及 ぼ す 温 度，照 度，シ ョ 糖濃度 の 影 響

　　園学雑．63：203−209，

小 山佳彦 ・宇 田　 明．1994b ．つ ぼ み 切 リカ ーネ ーシ ョ ン の

　　貯蔵 お よび開花法．園学 雜．63：211−2］7．
McGuire ，　 R ．　 G 　 l992．　 Reporting 　 of 　 objective 　 color 　 measure −

　 　 ments ．　HortScience　27；1254−1255．

水 口 　聡 ・市村
一

雄 ・久 松　完 ・腰 岡政 二 ．2007b．ス ク

　　 ロ ース 処理 が 蕾切 リカ ーネー
シ ョ ン の 切 り花品質 お よ

　 　 び 糖 質 濃 度 に 及 ぼす 影 響 園 学 研 6 ：591 −596 ．

Minakuchi ，　S．，　H ．　Watanabe   d　T．　 Kawasaki ．2004 ，　Actual

　　 states　ofharvesting 　and 　shipping 　ot
’
　carnations ，　and 　possibil−

　　ity　of 　shipPing 　regulation 　by　bud　anthesis 　accelerat 正on

　　（BAA ）．　 The　Society　of 　Agricultural　 Structures，　 Japan

　　〔SASJ）．35 ： 165−172．

水 凵 　聡 ・渡辺 久 ・川 1埼哲 郎．　 2005u．カ
ーネー

シ ョ ン の

　 　 蕾 開花 促 進 に お げ る 採 取 ス テ
ージ お よ び温 度 が 出荷 ま

　　 で の 口数 や 切 り花 品 質 に 及 ぼ す 影 響．農 業 施 設．36：

　 　 153−159．

水 冂 　聡 ・渡 辺 久 ・川 崎 哲 郎．2005b．チ オ 硫 酸 銀 錯 塩 が

　　蕾 開花促 進 カ ーネーシ ョ ン の 花持 ち に 及 ぼ す 影響 お よ

　　び蕾開 花促 進処 理 液 中 の 硝酸銀 の 必 要 性．近 畿中 国四

　 　 国農 研．6：30−34．

水 口 　 聡 ・
渡辺 　久 ・川 崎哲 郎．2007a．カ

ーネー
シ ョ ン の

　　蕾開 花促 進 に お ける 明暗周期が 開花速 度お よ び切 り花

　　 品質 に 及 ぼ す影響 農業施 設，37：193−198，

Moscovici，　 S．．　D ．　 Moalem −Beno　 and 　D ．　 Weiss．1996．　 Leaf−

　 　 mediated 　light　responses 　in　petunia　flowers．　Plant　Phンsiol，

　 　 llO ；1275−1282．

Rudnicki ，　R．　M ．，　D ．　Goszczyhska　and 　R ．　Tomasz．1989．　Bud

　　 opening 　and 　long　terrn　storage 　of 　spray 　carnations ．　Acta

　 　 Hort．261 ：265−270．

Sang，　C ．　K ．，　Y．　S．　Choi　and 　H ．　Y 　Kim ．1991．Etl’ects　of 　light，

　　 sucrose 　 and 　 growth　 regulators 　 on 　 the　 co ］oration 　 of 　cut

N 工工
一Eleotronio 　Library 　



The Japanese Society for Horticultural Science (JSHS)

NII-Electronic Library Service

TheJapanese  Society  for  Horticultural  Science  {JSHS)

                                   val}tlJF, (Hort, Res. (Japan))

        snapdragon  flower: I, Effects oflight  intensity and  sucrose,

        J. Korea. Soc, Hort, Sci. 32/ l30-136 (in Korean with

        English abstract).

    Weiss, D. and  A. H. Halevy, 1989. Stamens and  gibberellin in the

        regulation  of  corolla  pigmentation and  growth in Petunia

 7(2):2S3-291.  2e08, 291

   lo,brido. Planta I79: 89-96.

Weiss, D. and  A. H. Halevy, 1991, The role  of  light reactions  jn

   the regulatien  of  anthocyanin  s}nthesis  in Peiunia corollas.

   Physio]. Plant gl: 127-133.


